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璽書館の特色と読書
図薑館長北村文治
□フィルム・複製本等の架蔵を推進していくべき
であろう。まだ|固人では所有しがたい叢書類など
も可能なかぎり揃えたいものである。
本字の図書館には、まだこれという特色がない。
大学としての歴史が浅いからでもあろうが、やは
り大学図雪館としては(固性的な内容をもつべきで
あろう。
図書館は、＝うまでもなく静かに読書し調べ物
をするところである。会曰の学生すべてに要求す
ることは多少実'|青にそむくかもしれないが、志あ
る学生は図書館で旱＜から読書に親しみ、上記の
ような原典、あるいは原典に近いもの|こ馬|||れるこ
とか望ましい。合日の学問は多様化ということも
よく言われるが、同時に高度の専門化も驚くほど
|こ進んでいるのである。しかも、その専門化には
学際的（|列えば文科系のなかに理科系の要素が入
るというような）傾向も著しい。従って学生は、
専門という＝葉をおそれず|こ、すでに教薑課程の
ときから自分の問題・関心を指導教授|こぶつけ、
その専門的追究|こ心がけるべきであろう。私は、
そういう考え方で、本字の図書館に小人数の読書
講座とか原典の常設展示とかを設けるよう運営委
員会において検討を重ねていきたいと思う。
この四目から、前館長の草野正名先生に代って、
本学の図書館の仕事をお弓|受けすることになった。
草野教授は専門が図書館学であり、こんどの本学
の規定整備委員会にも専門家の立場での将来構想
を提示されだが、私もそれを継承し、それを段階
的|こ実現していくために、現行の図書館運営委三
会をより活力あるものにしたいと思う。図書館と
各学部・学生との関連が、本学の再生・発展を促
す現実的視点の－つであると考えられるからであ
る。
本学の図書館の現状は、本学の歴史からみても、
やはり文科系の図書が多い。さらに付言すれば、
欧米系というよりはむしろ東洋系が圧倒的である
と＝ってよいであろう。大学の国際学術化か強く
要請される合日、本学の図書館もその要請にあれ
これ備えねばなるまい。しかし、私は、本学創立
いらいの学部編成の形成過程から考えても、図書
館の特色として、これまでのⅦ国漢〃系中ｌＵの伝
統を発展させ、現在の学界の水準に対応する専門
薑を＋分にととのえていく姿勢があってもよいの
ではないかと思う。そのためには、容易に入手し
がたい原本・古写本の蒐集につとめることはもち
ろんである。さらに古文書・古典籍の類はマイク
＝よういん10号(1985.11）１
新た辮議 しずつ図書館に通うようになりましだ。合私は３年生ですが来年は４年生ということであり、そろ
そろ卒業論文の華備にかかる必要があり、最近で
は本格的|こ図書館に通わなければと思っておりま
す。
私は長距離通学者なので時間的制約があり、講
義の合い間合い間にしか行けませんが、図書館に
は、静けさや気持ちを和らげさせてくれる独得な
雰囲気があり、参考図書も多くあるのでなるべく
足を向ける様にしております。
この様に私'ことって、図書館は重要な場所とな
りつつあります。
最後に私個人としては、より豊富な蔵書や、自
然光のさし込む独立した明るい図書館にしてほし
いと希望しております。
法学部法律学科３年
須賀田栄子
私にとって図書館は、ごく最近まであまり気に
もとめない存在でした。なぜなら合まで教養課程
中Ｉいの講義であり、講義の時使用していた参考書
で充分用事を果たしていたので、わざわざ図雪館
に行く事を必要としなかったからです。
しかし、合年になって専門分野中llljlの講義とな
り、ゼミの講義を本格的|こ受け始めるようになる
につれて会まで使用していた参考書ではレポート
の作成|こ無理が生じてきたと感じ、その頃から少
－い'
艫曇価［ まだ、仕事が終り、同僚か帰る姿を尻目|こいやいや学校に行く時や、気分がすぐれない時など図書
館のひっそりとした冷たい空気の中に身をおくと
気持が落ちつき、疲れを吹さとばしてくれます。
最近、専門分野が増え、特にテスト前や、レポ
ート提出の時手持ちの資料では足りないため随分
助けられましだ。まだ会、卒論を控えており、参
考文献を読むだけで精一杯という感じですか最終
学年でもあり、－冊でも多く他の蔵書を読んで卒
業したいと思っています。
最後に、学校|則への要望として図＝館の位置が
わかりにくいこと、まだ気軽|こ利用できるよう|こ
学校の正面に置いたらどうでしょう。そしてII部
学生のだめに開館時間の延長をお願いします。
政経学部II部経済学科４年
村岡敏明
図＝館は、新冑・雑誌を中)Ｕに時事問題を習得
するためによく利用しています｡､新間は、全国紙
すべてあり、雑誌は硬・軟、バラエティーに富ん
でおり、その時にlTUiじて気軽に読めるだめ|更利で
す。
私の場合、仕事の関係上、時間|こ制約があるだ
め休講時に、０寺|こは授業を欠席しまとめて読み、
時事問題はかなり力がついだと自負しています。
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鵜“蕊鰯 蝋人間、 いられない 視させるものである。それが、活力となる。
エネルギー源となる本には、注入する（読む）
タイミングがある。いつであるかは、先輩諸氏か
ら学ぶとよいだろう。しかし、このタイミングか
以前にそうでもなかったことを、そうでもあるよ
うにさせる原因であろう。大切なタイミングを外
すと、感動は半減し無駄になる。
人間、読まずにはいられないと言った。一人一
人か、別の時間空間を漂い、エネルギーを補給す
るためにである。私は、その人間の欲を満たした
いとする同質の結集が、図書館と＝えるのではな
いかと思う。図書館には、運命的な出会いか、数
限りなくある。人生の伴侶とする読みものが、き
っと手に入るだろう。何しろ、人間、読まず|こは
、
いられないのだから。生きていく上でも、重要な
ことと考えてよいと思う。
短期大学国文科２年
漬鮎子
人間、読まずにはいられない。不思議なものだ
がそうなのだ。
読みものは、以前|こ読んだ時|こは、そうでもな
かったことが、会、読んでみるとそうでもあるこ
とがよくある。確かに、本は、時間的な空間を操
る。この激しい時の流れを止め、別の時間へ私た
ちを導く。その中で、私たちの時間が、流れてい
く。しかし、誰もその中で過ごすことを無駄とは
言わない。それは、時間の代償として、生きるエ
ネルギーとでもいうものを与えてくれるからだ。
現実から逃れさせてくれる。あるいは、現実をＥ
としよ
図書i1鑓11に 薑館とは、無縁に近いものでした。しかし、数少なくとも図書館を訪れるたびに思
う事があります。それは、本学の図書館は地下に
ある為に雰囲気が少々暗く、まだ閲覧室も照明が
充分とは言えず、環境に問題があると思います。
それに図書館というとどうしても本に親しみを持
ち、本を好きな人が利用する場合が多く、私にと
ってはなじみのうすいものでした。中・高校の図
書館には一般害が多く、貸し出しも簡単でしたが、
大学では専門書が多く貸し出しの手続きがめんど
うで、堅苦しく余計仁近寄りがたい気がするのだと
思います。けれど図書館は、利用するだけのＩｍＩＥ
が充分仁あるので、これから少しでも機会を作っ
て利用したいと思います。
体育学部体育学科４年
増田美由紀
私が大学の図書館を利用したことがあるのは、
川かしい事なのですが、両手で数えることができ
るくらいでした。本当に自分の肌1をさらけ出す様
ですが、１．２年の頃はほとんど図書館に訪れた
ことはなく３年になって、初めてテスト勉強とか
卒論の為に必要な資料を調べ|こ訪れたのです。そ
して４年|こなり時々、授業の空き時間に教員採用
の勉強をちよこっとやるぐらいで、私にとって図
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図||書||館||人 一随想一
図書館関根廣明
周團園鬮日囮同囿lTTl
私が現在の図雪館に勤務したのは、1965年の青
であった。図書館人としての生活は、学生時代か
らの恩師で合は故人の阿部秀夫先生のすすめと、
私個人の経緯とごく単純な動機からでもあった。
当然のごとく図書館業務に専念し、半ば情'|生化
した毎日であった｡当時阿部先生はヘドイツ語と倫
理学の教鞭を執るかたわら図書館長をも兼務され
ていたので、講義の合間に姿をみせては、冗談で
私達を笑わせていた。ある日のこと、冗談の中で
の－つの＝葉が私の)Ｕをチワリと突き刺しだ｡｢君
ね、大学における図書館人は、一般事務壱的な職
人に終始してはいけない｡常に探究ｌＵを求める図
書館人であってほしいQ｣さらに付け加えだ。「常
に研究目標に向かって努力をしなさいQ｣この＝葉
は、どんな名著、名＝よりも私の図書館人生に7乞
いする軌道を確かなものにしてくれだ。以来、目
標としての私の研究テーマを作り出すだめ|こは、
さしたる長い年月を必要としなかった。それは図
書館資料の分類に関する「ひずみ現象」である。
「ひずみ現象」の概念は、人工的な作用によって
変化する現象と物理的な作用によって変化する現
象に大別することができる。ここでは、前者の概
念に当てはまるものである。この「ひずみ現象」
なるものの背景は、書架の中の図書館資料の排列
のみだれ現象にその根源があるものと理解してい
ただきたい。
図書館資料は、購入（受入れ）し、即利用でき
るわけではなく、一定の手|||頁を経て利用できる仕
組みになっている。この一定の手'''百の中は、図書
館資料を注文（発注)、購入(受入れ)し、整理し、
書架に排列することである。つまり、利用者のあ
らゆる利用要求|こ対応できるよう|こするだめの検
索手段と利用手段を講じなければならない。その
だめには、図書館資料を同一主題別、同一形式別
|こ書架に排列する必要がある。つまりこれを－□
に表現すると「分類」である。
分類は、図書館資料の利用|こ必要な｢請求記号」
の－部としてきわめて重要な機能と役割をもつも
のである｡｢請求記号」とは、一般的に｢分類記号」
と「図書記号」からなる。分類記号は、｢日本十進
分類法(NipponDecimalClassification-略称
Ｎ､，.○)｣|こよって図書館資料に付与する主題番
号である。図書記二は、「日本著者記号表｣によっ
て図書館資料に付与する著者の記号である。この
「請求記号」か図書館資料と利用者の間の橋渡し
をする役割をもつのである。
さて、この分類によって同一主題別、同一形式
別|こ排列した図書館資料のみだれ現象を「ひずみ
現象」とよぶ。このひずみ現象の発生原因は、い
ったいいかなる理由によるものかという問題意識
にたいして「荘園制」と「ファシズム」を題材|こ
した若干の研究課題を加えておきたい。
｢WW囿關園
１．ＮＤＣ８版にもとづく荘園制|ご関するひず
み現象
荘園制の分類記号をＮＤＣで検索すると、経済
史上での荘園制は、33204(中世経済史)、西洋史
上での荘園制は、230.4(ヨー□シバ中世史)､日本
歴史上での荘園制は、２１０３(日本古代史)、法制史
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てもじゅうぶんなる'|胄報伝達もしくは、'|青報検索
を期待することはできない。したかって、ロー倉Ｆ１
資料の排列の根源になるＮＤＣの分類項目の概念
を理論的に明確にコード化することは、きわめて
たいせつである。以上、標題|こ即して述べた次第
であるが、きわめて雑文であり、的をはずれた内
容になり、はたして、－図書館人の研究は、いか
なる成果が期待できるものか若干、不安な合日こ
のごろである。
さらに合、図書館人は、出版'|胄報と'|胄報化社会
を結ぶ大きなメディアとしての役割意識を持つ必
要かあり、これからの図書館人は、特定の専門分
野の'|胃報ニーズに対応できるだけの力量を持たな
ければならないと自問している合日このごろでも
ある。
おわりに、私は、､冬山でスキーをすることが唯
一の楽しみである。急斜面のコブとコブを滑る時
は、前方へ飛ばされる危険を防ぐために、両膝を
がっちり抱え込んで、ゲレンデ・シユブンワ（雪
面のコブとコブの閂を飛びこえて滑走すること）
する。まさに彪大な'|胄報鬘と出版鬘に飛ばされる
危険を防止するために、図言館人は、ガッチリと
目標意識と役割意識というブ□シキング（抱え込
み動作）がLu要ではないだろうか。そして、１１胄報
化社会というコブのある急斜面を滑るためには、
しっかりしたブロッキング（抱え込み動作）と墓
本的な図書館学の知識と高度な情報図書館学の知
識によってバランスを保持し、図書館人としての
みごとなシュプールを描きたいものである。こん
な図書館人のひとりごとにご叱寶なり、ご助言を
いただければ幸甚である。
上での荘園制は、32213(日本古代法制史)に分類
し、経済史、西洋史の荘園制は、それぞれ中世に
時代区分し、日本歴史上と日本法制史上ではそれ
ぞれ古代に時代区分をして用いること|こなってい
る。しかしながら日本の荘園制は、古代に成立し、
発展し、崩壊したものではなく、８世紀中期以降
から16世紀中ごろまでおよそ800年におよぶ荘園
制の歴史を成立期、展開期、解体期に時代区分し
ている学説も存在するのである。つまり、著者の
説明、もしくは主張によっては、中世に収めて用
いる場合もあり、日本荘園制に関する図書館資料
は、古代史の排列|立置と中世史の排列位置|こ分割
した排列現象になりうる。これは、明らか|こ分類
のみだれもしくは分類のくいちがい現象（ひずみ
現象）である。
２.ＮＤＣ８版lこもとづくファシズムに関する
ひずみ現象
ファシズムの分類記号をＮＤＣで検索すると、
3098ファシズムと３１１８全体主義（ファシズム）
に収めて用いることになっている。しかしながら、
ファシズムの概念を明記していないＮＤＣ８版で
は、同一主題、同一形式の図書資料が分類杷当青
の裁薑で社会思想のファシズムに分類したり、政
治学のファシズムに分類することもありうる。つ
まり同一主題、同一形式の図書資料が分割した排
列現象|こなりうる。これも明らかに分類のひずみ
現象である。かくして、図書館資料の排列のみだ
れに起因する研究課題とその若干の説明を付け加
え左しだいである。
国|団固
図書館は、''１胄報を蓄積し、提供する場であり、
書架|こは、たくさんの'|胄報源になる図書館資料が
排列されている。収集された図髻館資料は、いか
なる'檮報検索|こも対応できる仕組みになっていな
ければならない。しかしながら図書館資料の排列
のみだれ現象（ひずみ現象）を防止する手段なく
しては、たとえコンピュータ検索に移行したとし
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回これ
教養部助教授塩谷政憲
をもつことなく相手に接し、おのれを虚しくして
相手のＩＤに目を傾ける人格を研ぎあげた人だから
である。しかし、このことは、自己自身の人間観
世界観の変容をもおそれないということなのであ
る。私には、とてもそのような度胸はなく、あら
かじめ仮説でもってガードを固めておかないと気
持が落ちつかないのである。研究者として、まこ
とに'|胃ないことだと思う。
このことは、私の本の読み方に
読む蕊鰯iil墨霞：
とるよりも、自分の関ｌＵが先に立って、なにやら
性急な気分で、いわば使えそうな部分を探し出す
ような読み方なのである。だから傍線を弓|きつつ
読むということになる。ただしカードは作らない。
カードシステムは多薑に蓄積してこそ威力を発揮
するものであり、しかし私には円念にカードを蓄
積していく辛抱強さに欠けているのである。カー
ドしなければ忘れてしまうような事なら忘れてし
まえと私は観念している。そこで傍線を引く。い
ったい|こ社会科学の文章は、各パラグラフにLu)ず
キィーセンテンスがあり、もしこらないならば、著
者の考えが充分仁整理されていないくだらぬ内容
だと決めつけることにしている。この傍線を弓|き
つつ読むという私のやり方は、良く言えば目的を
もって読むということだが、ありようは、おいし
い部分のつまみぐいということである。近年、こ
の傾向がはなはだしく、このところ人間観の変容
社会学の研究法のひとつに聴き
聰く：:駕亨基獣丁
私は中野卓先生の聴き取り調壹|こお伴したことが
ある。先生はそのとき、巳の前にすわっておられ
る御老人の生活史について尋ねるべく「ひとつ一
代記を話してくれませんかＪと切り出した。イン
フォーマント（その御老人のこと）は、自分のこ
れまでの人生を語り、先生は｢ほう、そうですか｡」
と、あいづちを打つのみであった。インフオーマ
ントの長い話が了えたとき、先生は私にむかって
言われた｡｢僕は問いだから、会度は塩谷ワン、君
が質問したまえ｡｣そのとき私は・・・呆然としだ
のである。－１本、何を質問してよいものか＝葉に
窮したのである。・・・質問すれば、相手は答え
てはくれるであろう。しかし、その答えが真実か
というと些か１m細い。話し手の|則|こ主体性があっ
てこそ、はじめて、話し手のベースのもとで真実
が語られるからである。
私には、中野卓先生の聴き取り調査は名人芸と
しか思えなかった。その中野先生は、画一的なア
ンケイト調盲（質問紙法）については、御自身は
併用しつつも、極めて'懐疑的危っだ。もっとも、
アンケイト法というのは、（固人的な名人芸による
バラツキを克服するだめの手だてなのだが。
先生は、インフオーマントをして、この人にこ
そ自分の人生を間いてほしいと思わせるような人
格的魅力をもっておられたのだろうと思う。予断
Ｂしよういん10号(1985」1）
長いのである。無論、書くことを忘れているわけ
ではない。いつも頭のすみのどこかにその主題を
おいて暖めつづけ、もうそろそろ自分の想念を世
に出してやろうかなと思うとき、執筆への動機づ
けが一挙に高まるのである。そのとき|こは既|こ、
書き出しの文章と結語とは、反爵のすえ暗詞する
までに至っているのである。
楽しむ鶚慕了:霧:鱸近い。しかしこの時間こそ、決
して電話のかかってくることのない、子供がひざ
によじのぼってくることのないステキな時間帯な
のである。私にとって東海道線と小田急線の車中
は、思索と読書の場であり、さらには執筆と飲食
と妄想の時でもある。私の友人Ｋは、電車の中て
こそ執筆がはかどるのだという。書斎なればつい
つい原典にあたったり、資料の再検討が始まって
迷いが生じるのだが、車中ならば、ただひたすら
書きすすめざるを得ないからだという。なるほど
そういうことかなと思う。実は、私のこの一文自
体も、快適なる小田急線の車中で書いているので
あるから。車中ならば、ただひだすら自分の想念
とつきあっていればよく、原典にあたったり、典
拠を示したりする作業は後からでま|こあうのだ。
だからつくづくと思う。環境が整っていることに
こしたことはないけれども、整わざるところにも
効用というものはあるのだろうと。
をせまられるような、魂が揺さぶられるような読
書本験から遠ざかっているのは、このせいかなと
思う。
社会学の実証的な研究について
書溺'…つの主…って'』、
せいぜい二つか三つの概念（専
門用語と解してよい）を用いて説明するのが妥当
なところだろうと思う。社会学者のあつかう社会
事象はごくありふれた身近なことが多いし、だく
さんの概念を並べたてたところで、うさんくさい
だけのことである。だから最少限の概念を用いて
現実をスッキリと明確化する。これこそカオス(無
秩序な現実）のなかに秩序を創り出すことで、こ
れほどの法悦はない。しかしまだ、と思う。概念
化は事実を照し出し浮き立たせることであるが、
四捨五入することでもある。切り捨てられた様々
な事実のむれをすくいあげるような新しい概念づ
くりをとは思うものの、私がこれまでにやってき
た仕事は既成の概念の援用でしかなかった。オ乏
しさ私仁は、それが精一杯のところかもしれない。
書く慧憩Ep豐亨：
れを毎日続けたという。たとえ
どんな'こ落ちこんでいようとも一日に三枚。逆に
どんなに気分か高揚していようとも決して三枚を
こえることはなかったという。あたかも熟練した
職人が毎日一枚一枚せんべいを焼きあげていくよ
うな仕事ぶりで、これこそがプロのやり方という
べきなのであろう。悲しいかな私仁はこれができ
ない。－体、ｓ氏|こは体質的|こ、ときにはふさぎ
こんだり、あるいは異様に気分が高ぶったりする
ことがないのであろうか。私の場合は、それこそ
－気呵成|こ書きあげる。社会学の論文は、ほぼ４０
枚でもって意を目くすべきだというのが森岡清美
先生の教えであった。この40枚を私は二日か三日
の緊張のもとで書き上げる。ただ、この緊張の、
二・三日まで気持が高まるまでの日々がまことに
しよういん10＝(198511）７
示板褐
図書館運営委員会について
昭和60年度１口目の図書館運営委員会が、６月
24日13時から図書館共同研究室で開催された。委
員会は各学部、教養部、短期大学から選ばれた各
１名の委員と図薑館長の9名で構成されるが、合
年度は昨年度来の委員か６名、新委員か３名（１
名は図書館長）で交代の少い年であった。委員会
出席者は８名、それに事務長等２名が参考人とし
て列席し、図書館長を議長として開かれた。
まず最初に図書館長の、規定整備委員会の答申
を受けての図書館諸規定の整備の促進、大学のレ
ベルアップと図髻館との関係、図書館運営に対す
る委員会の重要性と期待等を内容とした挨拶の後
に議事にはいった。
ここでは、図書館備え付けの主として学生向け
図書の各学部等よりの推薦について話し合われ、
灰|こ、図書館の現状について図書館側から報告か
あった。特に図書館予算のうちここ数年来の図書
資料費の急激な減少、収容力の極限状態に方方卒
って機能停止寸前にある薑菫問題|こついて討議か
なされ7Ｅｏまた図書館資料の選択、本学における
情報収集と電子計算機との関{系等|こついても話し
合いが行われ、１４時40分、閉会した。
（松沢）
神島二郎E紮議大7.418生。政治学者。国士
舘中学を昭和11年３月|こ卒業。このとき寄書に諸
薑亮の座右銘「謹慎」を薑＜・－高を経て、東大
政治学科を昭和22年に卒える。国会図書館両法考
壹局・明大短期大学部講師を歴任して、昭和34年
立教大学教授。昭和48年には法学部長(こ就任。昭
和55年に日本政治学会理事長となる。丸山貞男の
政治学と柳田国男の民俗学とをもとに帆神島学〃
を創出したという。
著作か非常に多いので、単行本のみ掲げる。
『近代日本の精神構造』(岩波書店昭36)『日本人
の結婚観』(筑摩薑房昭39)『権力の思想』(筑摩書
房昭40)『近代化の精神構造』(評論社昭43)『文
明の考現学』（東大出版会．昭46）『国家目標の発
見』(中央公論社昭47）『常民の政治学』（伝統と
現代社昭47）『柳田国男研究』（筑摩書房昭４８
編集)『シンポジウム柳田国男』(日本放送出版協会
昭４８共編）『柳田国男』(中央公論社昭４９責任
編集)『『天二制』論集』（三一書房昭４９共編）
『日本人の発想』（講談社昭50）『人ＩＤの政治学』
(評論社昭52）『政治の世界』(朝日新閨社昭52）
『日本人と法』(ぎようせい昭５３共編)『天皇制
の政治構造』（三一書房昭53）『徳冨蘇峰集』(筑
摩書房昭５３編集)『政治をみる眼』(日本放送出
版協会昭54）『日本人の地方自治論』（公務職員
研修協会昭５６共著)『磁場の政治学』(岩波書店
昭57）『日常性の政治学』（筑摩書房昭57）
（渡辺）
|職風＞
「松陰」も10号を発行することになりましだ。
合回は10号を記念して、利用者である学生の皆さ
んの、図書館に対する意見・感想を寄せて頂き、
特集してみましだ。いかがでしょうか。
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